
〃ζわけ

η平面上の1点 Pから,放物線ν=α″
2(α >0)への接線を2本引くことができるとき,

それぞれの接点をQ,Rとする。このとき,Q,Rの″座標をそれぞれα,β (α <β)とする。

(1)2つの接点Qと Rを結ぶ線分と,この放物線とで囲まれた図形の面積 Slを求めると,

Sl=

である。

(2)△PQRの面積をS2とする。

個
一日

的

rrレ il

露
」
′

―

ヽ

０
“

こ 酬
メ .

ら多イ珂メ
《主導ど
ψ“ちノ。Fc笙 切

ギ リ =η 障、
空畳警L― ^ク
ュ ん〔β―′メ  _ヵ、.

≧

(1)gらこ
=.′

ル4。 (/`」リ

sと二 =21′
|ニ

ノ3

①P囀に
(詈個)で絶

② QRの中点をMとすると,PM=三
[言]で
ある。

③ S2=1::;で ある。
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〔明治大改〕
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